
閣
づ一

s 
戸弓

報

葉

O
昭
和
四
十
九
年
度
漢
文
事
禽
総
曾

〔
漢
文
教
育
研
究
曾
〕
六
月
二
十
二
日
(
土
〉

つ
研
究
授
業

高
校
一
年
漢
文
「
古
人
の
智
恵
」
東
村
山
高

高
校
一
一
一
年
漢
文
「
、
近
躍
の
詩
」
東
村
山
高

二
、
研
究
禽

第
一
一
部
挨

拶

東

村

山

高

校

長

救
援
者
説
明
、
質
疑
腔
答
、
討
論

第
二
部
研
究
設
表
「
古
典
数
育
に
お
け
る
漢
文
の
問
題
」

都
教
委
主
事

校
内
見
翠
(
競
艇
は
兆
数
育
費
験
校
)

校

拶

漢

文

事

禽

委

員

長

牛

島

一

徳

次

氏

〔
研
究
設
表
脅
〕
六
月
二
十
三
日
〈
日
〉
於
東
京
教
育
大
夢

二
十
金
大
命
間
前
後
の
孔
子
批
判
論
文
に
つ
い
て大
島
ナ
院
演

Enm士
雄
氏

大

翠

院

越

川

恵

子

氏

一
、
吋
論
衡
匂
の
「
妖
」
に
つ
い
て
一
総
島
大
事
大
久
保
隆
郎
氏

一

、

孔

子

世

家

に

つ

い

て

東

京

外

関

語

大

事

高

橋

均

氏

一
、
「
幻
燈
事
件
」
を
め
ぐ
る
魯
迅
論
の
さ
ま
ざ
ま

i
戦
後
日
本
に
お
け
る
文
事
視
の
針
立
の
一
断
面

於
都
立
東
村
山
高
校

狩宮
野洋

康
造
氏

二
郎
氏

佐
藤
長
治
郎
氏

池
津

正
夫
氏

和
光
大
事

一

、

文

字

改

革

と

批

林

批

孔

明

治

大

挙

司
曾
中
村
嘉
・
中
山
・
内
山
・
問
中
'
棲
田
委
員

〔
講
演
禽
〕

「
朱
子
の
春
私
事
」
東
京
教
育
大
事
名
零
教
授

〔
総
禽
〕

一
、
議
長
選
出
加
賀
栄
治
氏
を
選
出

二
、
報
告
ω
府
務
報
告

ω
研
究
一
一
部
報
告

ω
研
究
二
部
報
告

一
ニ
、
議
事
ω
昭

和

四

十

八

年

度

決

算

鈴

木

委

員

ω
昭

和

四

十

九

年

度

珠

算

鈴

木

委

員

ω
委
員
改
選
内
山
知
也
、
田
部
井
文
雄
、
中
村
嘉
弘
、
高
橋
均
氏

常
選

伊
藤
虎
丸
氏

岩
崎
富
久
雄
氏

鎌
田

正

氏

中
村
俊
委
員

内

山

委

員

中
村
嘉
委
員
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問
、
委
員
長
挨
拶

〔
懇
親
曾
〕
可
命
岡
田
部
井
・
中
村
俊
委
員

鎌
田
名
容
救
援
を
閤
み
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

牛
島
委
員
長

O
昭
和
四
十
九
年
度
月
例
曾

十
一
月
二
日
(
土
〉
於
東
京
教
育
大
事

一
二
向
車
内
向
の
文
挙
制
倒

一
、
辞
道
衡
の
文
事

大
寧
院

大
事
院

安中
藤 111
信
}長奈
氏氏



十
一
月
三
十
日
(
土
)
於
東
京
教
育
大
事

一
、
劉
大
木
小
「
中
間
文
皐
渡
部
悦
史
」
に
つ
い
て
大
事
院

一
、
初
期
間
〕
金
と
無
政
府
主
義
の
問
題
に
つ
い
て
大
事
院

一
一
月
一
日
(
土
)
於
東
京
数
育
大
事

、
統
的
康
の
「
養
生
論
」
に
つ
い
て

一
、
周
鰻
解
揮
i
劉
散
か
ら
鄭
玄
ま
で

i

大
事
院

大
事
院

。
昭
和
五
十
年
度
漢
文
翠
教
室
講
義

付
一
般
教
育
科
目

鈴
木
助
教
授
漢
文
事
講
議
ハ
思
想
〉

横
山
講
師
漢
文
事
講
譲
(
文
事
)

内
山
講
師
漢
文
事
詩
譲
(
文
翠
)

大
木
講
師
漢
文
事
議
議
(
思
想
〉

。
外
関
語
科
目

志
村
議
一
的
中
関
誌
一
ハ
文
法
・
作
文
)

グ

グ

一

一

(

H

H

)

中
村
講
師
中
間
側
諸
一
(
譲
本
〉

グ

グ

二

(

議

議

)

梅
講
師
中
関
誌
二
(
禽
話
〉

許
勢
講
師
中
関
諾
ニ一
一
一
(
上
級
)

宇3
1ドグ

島高
教教
授育
;PI-

r;j:l自グ

鴎
間

;;j;好

史
演
習

百
号

1
1ピマ
J

ヰ
1
4土
日

約
同
日
賞
品
初
日

巻

和
泉
氏

堀
地
信
夫
氏

関
崎
潤
一
氏

// 

中
鴎
言
語
撃
演
習
(
近
世
話
資
料
〉

中
関
一
一
一
一
口
語
事
特
講
(
現
代
語
法
)

中
関
哲
事
概
論

中
間
文
撃
議
議
(
庶
詩
〉

中
間
文
事
演
習
(
自
話
小
説
)

か鈴
木
助
教
授

グ松グ

オミ
助
救
援

中
関
言
語
事
演
習
(
魯
迅
作
品
)

中
関
言
語
事
特
議

中
関
文
挙
史

中
関
文
事
講
譲
ハ
宋
詩
〉

グ

中

関

文

事

績

習

(

文

選

〉

山
井
講
師
中
園
思
想
史
議
議

水
津
講
師
日
本
漢
文
事
議
議

主
講
師
中
関
言
語
事
特
講
(
縞
建
諾
〉

伊
藤
講
師
中
間
開
文
事
特
講
(
中
園
現
代
文
事
史
)

梅

講

師

中

鴎

言

語

事

演

習

戸
川
講
師
中
園
哲
事
講
議
演
習
会
問
語
〉

楠
山
講
師
中
関
思
想
史

M
W

大
事
院
科
目

牛
島
教
授
中
鴎
一
一
一
一
口
話
事
講
譲

鈴
木
助
教
授
中
薗
文
事
(
娩
唐
五
代
詩
〉

松
本
助
教
授
中
間
言
語
翠
講
義

横
山
講
師
中
園
文
事
(
宋
代
文
事
〉

山
井
講
師
中
関
思
想
史

，y
 

ir 横

山

講

師

，，i 
i
f
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戸
川
講
師

中
関
哲
挙
ハ
論
語
〉

。
文
翠
部
紀
要
論
文
題
目
ハ
昭
和
五
十
年
一
一
…
月
)

一
、
宋
の
「
話
本
」
に
お
け
る
人
物
形
象

一
、
孟
，
積
二
子
の
思
想
と
「
公
羊
停
」
の
思
想

横
山
伊
勢
雄

中

村

俊

也

。
昭
和
田
十
九
年
度
修
士
論
文
題
目

一
、
巴
金
論
序
説

i
巴
金
に
於
け
る
無
政
府
主
義
の

問
題
を
中
心
に
i

…
、
老
子
研
究
l

灯、道
μ

に
つ
い
て
i

一
、
初
子
の
膿
忠
想
に
お
け
る
法
的
考
察

義

和

泉

越

川

恵

子

演
口
富
士
雄

。
昭
和
四
十
九
年
度
卒
業
論
文
題
目

一
、
史
記
刺
客
列
俸
を
基
軸
と
し
て
の
義
に
関
す
る

現

代

的

一

考

察

大

屋

製

一

、

中

間

凶

器

開

の

述

語

に

つ

い

て

筒

井

大

一

一

一

部

一

、

初

庇

期

の

登

賢

詩

に

つ

い

て

加

藤

敏

一

、

孫

子

研

究

蟹

江

達

一

、

陶

淵

明

研

究

木

立

滋

子

二
五
・
対
運
動
と
革
命
的
知
識
人
達

l
諾
統
抵
の
場
合
i
指
田
か
ほ
る

一

、

韓

非

子

研

究

下

坂

一

俊

一

、

平

妖

停

研

究

穂

村

百

代

一

、

了

文

江

研

究

塚

田

勝

部

一

、

持

参

論

中

島

弘

泰

一
、
周
作
人
に
つ
い
て
ー
そ
の
浪
漫
主
義
と
現
寅
感
受

i
長
瀬

一

、

西

遊

記

研

究

一

稲

田

一

、

実

宏

と

活

醸

松

同

一
、
荘
子
に
お
け
る
死
生
観
i
内
第
を
中
心
と
し
て
i

渡
透

次

競

原

稿

募

集

雅楽文瑞
之志彦己
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よ
り
次
続
第
三
十
五
競
の
原
稿
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
ふ
る

っ
て
御
陸
募
下
さ
い
。
向
、
締
切
期
目
、
原
稿
枚
数
は
規
定
を
巌
守

し
ま
す
c

一
、
一
締
切

っ

枚

数

一
、
採
一
台

昭
和
五
十
一
年
二
月
末
日

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
一
一
一
十
枚
以
内

委
員
曾
に
御
一
任
下
さ
い



日
中
慶
太
郎
編
謬

支
那
交
を

護
む
潟
の

血

ょi ー'
f 

漢

第
六
版

新
書
判
一
珊
一
、
八

O
O国

一
九
五
一
年
に
上
海
の
一
商
務
印
書
館
で
出
版
さ
れ
た

陸
爾
歪
編
「
翠
生
字
典
」
の
綴
諜
で
す
が
、
簡
に
し

て
要
を
得
た
説
明
に
定
評
が
あ
り
、
年
と
共
に
愛
用

者
か
ら
初
撃
者
へ
と
便
利
、
重
鵠
凡
さ
が
停
へ
ら
れ
第

六
版
を
重
ね
る
に
歪
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
引
緩
い
て
、
伏
見
沖
敬
先
生
よ
り
の
御
訂

正
と
、
更
に
原
田
種
成
先
生
よ
り
の
御
訂
正
を
戴
き

ま
し
た
。
全
部
象
桜
訂
正
を
し
て
諜
り
無
き
を
期
し

ま
し
た
。

な
に
と
ぞ
座
右
に
一
本
を
お
備
へ
下
さ
い
。

食有
社限

電.東
話 111京
東山.
京語rj1

6本間

261 吾長

i主告示
九O 月二
三入 ノ

三回 r七七
七七/白

割
注
史
記
禽
注
考
読

瀧
川
議
太
郎

石
川
梅
次
郎
・
原
田
種
成
訓
注

列
俸
1
伯
夷
列
博
・
老
班
申
韓
列

簿

一

一

一

O
O爵

列
博
2

管
委
列
俸
・
廉
頗
蘭
相
如

列

侍

二

五

O
爵

列
俸
3

田
間
半
・
呂
不
章
・
刺
客
列

簿

一

一

一

O
O箆

列
俸
4

太
史
公
自
序
一
一
一
五

O
鼠

世
家
1

孔
子
世
家
三
五

O
儲

来日

古

基
本
大
事
教
科
研
究
教
材

王

陽

明

停

習

鋒

講

本

山

田

準

一
、
五

O
O国

漢
詩
作
法
小
講
話
演
隆
一
郎
三
五

O
盟

覆

製

薬

根

諒

一

一

一

五

O
国

纂
擦
大
壌
中
庸
章
勾
全
〈
増
在
版
〉

瀧
川
議
太
郎
六
五

O
閤

纂
標
論
語
集
註
(
増
注
版
全
〉

A
Y

一
、
ニ

O
O関

纂
標
孟
子
集
註
(
培
法
版
全
)

A
V

一
、
五

O
O厨

こ
れ
以
外
も
ご
注
文
に
よ
り
渡
行
致
し
ま
す
。

籍

買器

開

(

漢

書

主尽管~主 f主f.A百主主同 h5
東京都千代田区神田神保町3"'-'1

電話・東京九段錦)649 8 
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i
務
約
承
っ
て
お
り
ま
す
l
一

部

八

O
国

一

年

間

八

O
昌

人
民
出
版
枇
議
行
の
歴
史
的
学
雑
誌

(
隔
月
刊
)

-
歴
史
研
究

@

二

十

四

史

(
中
華
護
局
〉

新着者一一日

史

明

子
7
プ
、
¥
行
作
A

fJ~
二
-
j
l
μ

府
間
一

O
、
六
回

O
関

後
漢
書

宋

室

田

全

j貯

五、

0
0
0国

全
八
締

一一一、

0
m
m
O国

説

書

新
五
代
史
全
八
班

一
一
…
、
七
二

O
関

』
二
工
神
日
汁
4

7
3
三
n刀

家
長

台
、

1
』

4
d
A
g
a
-

一
、
一
問
。
闘

忍立
回

室田

全
一

O
知

7家
L:)二
~-:J 

問、

O
問
。
留

e 
議

書

全
開
婦
中
華
議
開
局
慎
一
、
四
八

O
m倒

緩

蔵

書

金
二
班

七
O
O関

置
内
山
番
広
一
新
到
番
速
報
(
月
報
)
を
御
希
'
京
の
方

は
、
「
速
報
係
」
宛
御
請
求
下
さ
い
。

電話 (03)2 9 4--0 6 7 1 (代〉
振替口座東京 1167 8 6番

干101東京千代田直紳田紳保町1-15

創立
四十周年 応室田山内

中国基本辞書

呑港中華書局 A5精

台湾荷務印書館 B5精

香港商務印書館 A5精 2，880 

台湾商務印書館 A5精 6，400 

台湾商務印書館 A5精 6，000 

香港商務印書館 B6精 4，000 

中国文化研究所 A5精・1044，000 

3フ600

5ラ000

辞 海(合訂本〉

辞 源(合訂本〉

喜綜合英漢大辞典

中国人名大辞典

中国古今地名大辞典

臼漢辞典

中文大辞典 (縮刷版〉

庖

東京都文京区本郷6-1-14 

東京大学正門前

浪閤書
T el. 8 11 - 6 5 5 5 

千113

琳

その他

中間関係辞書各種

入荷
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東京文京音市葺談社l j 

里国中ト??和英i初 1iバf-大日....事空A三T本日号叶待Jtj!ヰ大事
喪橋者五i士1--1 会松有三"五日 霊の辞 バLE!i昨t名H 主Z品，古7 、話ーiI 童器i的重で 五三 一芝閉:.i?tす~ ，~季尋福で出1 

号主i音口i L iU6一4"EbRM 刊l羽 ;箇 M一"持制HtQ 4頁 頁4諸詰tlrk 本i ? 格一
λ事 σ幸〉三富 )I E TiJii 汀
1 2二 全 E収録典坦二五
己 j:;巻 3i
。円

一一一一一

教
育
出
版
印
年
の
伝
統
が
う
ん
だ

小
学
館
の
新
選
辞
典
シ
リ
!
ズ
/

!( 

新
選
漢
和
辞
典

小
林
信
明
編

〈
新
版
v
B
6
小
判
一
、
問
。
八
ペ
ー
ジ
定
価
一
、
一
一

O
O
円

〈
卓
上
版
V
B
6
判
一
、
四
O
八
ペ
ー
ジ
完
備
一
、
五
0
0
円

別
品
川
付
録
四
角
競
璃
索
引

新
選
国
語
辞
典

金
田
一
京
助
・
佐
伯
樟
友
・
大
石
初
太
郎
編

〈
新
版
v
B
6
小

判

二

二

八

0
ペ
ー
ジ
定
価
一
、
一

0
0
円

〈
卓
上
版
〉
B
6
判
一
、
二
八

0
ペ
ー
ジ
定
価
一
、
四

O
O
R

新
選
古

中

国

祝

夫

編

〈
新
版
v
B
6
判

語
辞
典

一
、
一
ニ
六

0
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一
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議「大漢和辞典」の著者、漢学界の最高峰、諸橋博士の均年に亘る企業績を網羅した

ハ/
J向

。
儒
学
の
目
的
と
宋
傍
の
活
動
引

@

経

学

研

究

序

説

他

じ

@

経

史

論

考

一

他

♂

@
支
那
の
家
族
一
縦
一
他
定

@

論

語

一

の

講

義

他

川

汁

@
如
盤
沈
我
関
孔
?
?
伝
抽
出
べ

@
論
諮
問
人
物
考
抽
出

@
老
子
の
講
義
他

。
港
支
雑
筆
他

@
随
筆

疋
確
で
読
み
や
す
い
和
刻
本
シ
リ
ー
ズ
/
長
津
規
矩
也
編

和
刻
本
漢
詩
集
成
慶
詩
全
十
巻
説
法
諜

漢
詩
の
精
華
j
唐
代
詩
人
の
訓
点
っ
き
加
薬
を
集
大
成
。
来
詩
篇

i
競
刊

和
一
刻
本
文
選
(
六
区
注
〉
会
一
一
一
喝
容
誌
刊
誌
問

中
国
文
学
古
典
中
の
古
典
勺
文
選
」
最
古
の
慶
安
版
を
精
密
に
影
印
刊
行

和
一
刻
本
諸
子
大
成
会
十
二
巻
紅
側
壮
一
成

今
宮
で
は
入
手
し
が
た
い
れ
諸
子
六
十
数
穏
を
集
大
成
。
七
月
よ
り
毎
月
刊

和
刻
本
漢
籍
随
筆
集
会
十
一
一
審

m
詰
純
一
…

中
国
随
筆
の
和
刻
本
六
十
三
程
を
集
大
成
。
好
評
発
売
中

足

科

学

校

秘

籍

叢

刊

足

利

学

校

遺

蹟

図

書

館

蔵

①
国
宝
周
易
注
疏
全
ニ
巻
認
お
銭

易
経
最
高
の
古
典
・
宋
版
越
刊
八
行
本
を
コ
ロ
タ
イ
プ
覆
製
。
限
定
版

②
重
文
毛
詩
註
疏
全
m
Z
帯

日

開

設

防

天
下
の
孤
本
、
宋
版
十
行
本
を
精
密
に
彩
印
。
完
結
発
売
中

③

国

宝

文

選

会

穴

巻

別

問

刊

誌

六
毘
注
，
金
津
文
庫
悶
蔵
現
存
文
選
刊
本
市
最
古
最
善
本
を
影
印
刊
行

鶏
晋
南
北
朝
字
音
研
究
討
側
側
諸

坂
井
鍵
一
著
未
開
拓
の
貌
管
南
北
朝
期
字
音
を
解
明
し
た
間
期
的
労
作

一
O
二
東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
一
一
!
五

i
間

電
話
(
二
六
五
)
九
七
六
四
張
替
東
京
一
見
合
一
言

汲
古
書
館

( 56 ) 



O
東
京
教
育
大
祭
漢
文
皐
愈
々
郎

一
、
本
命
同
は
東
京
教
育
大
事
漢
文
皐
曾
と
稀
し
、
事
務
所
を
東
京
教
育
大
事

漢
文
事
研
究
室
に
援
く
。

二
、
本
禽
は
漢
文
皐
及
び
漢
文
敬
背
の
研
究
と
普
及
と
を
翻
る
の
が
自
的
で

あ
る
。

一
一
一
、
本
曾
の
曾
員
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

ー
東
京
教
育
大
挙
漢
文
事
・
東
洋
交
響
及
び
東
京
文
理
科
大
串
、
東
京

高
等
師
範
皐
校
の
漢
文
事
関
係
数
官
〈
退
官
者
を
合
む
〉

2

東
京
教
育
大
謬
漢
文
事
大
串
院
中
溺
古
典
準
専
攻
畢
生
及
び
卒
業
生
、

並
に
東
京
文
理
科
大
串
漢
文
事
・
東
京
教
育
大
泉
東
洋
文
摩
専
攻
卒
業

生
3

そ
の
他
人
曾
を
希
望
す
る
者

題
、
本
曾
の
主
な
事
業
は
在
の
通
り
で
あ
る
。

ー

総

曾

年

一

向

2

例

曾

年

約

七

問

3

禽
報
及
び
合
員
名
簿
の
夜
行

4

そ
の
他
必
嬰
な
事
項

五
、
本
曾
の
役
員
は
左
の
、
通
り
で
あ
る
。

委

員

長

一

名

委

員

若

干

名

六
、
委
員
長
は
本
舎
を
代
表
し
委
員
と
と
も
に
運
畿
に
蛍
る
。

委
員
は
本
命
同
の
研
究
・
庶
務
・
曾
計
を
分
換
す
る
。

七
、
委
員
長
は
委
員
の
互
選
に
よ
る
。

委
員
は
東
京
救
育
大
事
謬
部
事
生
中
か
ら
間
名
、
大
串
焼
亭
生
か
ら
二

名
、
専
任
救
官
か
ら
一
一
一
名
、
一
一
般
禽
同
氏
か
ら
四
名
を
そ
れ
ぞ
れ
の
互
選

に
よ
っ
て
選
出
す
る
。
そ
の
任
期
は
二
年
(
早
生
委
員
は
一
年
〉
と
す

る
。
偲
し
一
議
任
は
差
し
支
え
な
い
。

八
、
曾
員
は
曾
費
年
額
一
千
五
百
厨
ち
(
但
し
車
生
は
半
額
〉
を
納
め
る
。

九
、
本
禽
曾
則
州
の
機
一
史
は
委
員
禽
の
審
議
を
粧
て
、
抑
制
脅
出
席
者
の
過
半
数

の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1圭

p
u
 
--mmn" 

舎
同
県
諸
氏
の
多
大
の
御
協
力
に
よ
り
、
今
年
も
よ
う
や
く
舎
報
第
一
一
一
十
四

械
を
議
行
で
き
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。
委
員
一
同
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
こ

の
事
舎
も
い
ろ
い
ろ
と
困
難
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
曾

員
諸
氏
の
一
層
の
御
協
力
を
お
一
瀬
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
も
共
立
枇
に
印
刷
を
お
願
い
し
、
い
ろ
い
ろ
と
使
宜
を
闘
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
甚
の
謝
一
意
を
表
し
ま
す
。
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